
1. 背景

 自動車アセスメント事業費の範囲内で試験を実施するための方策を検討する。

 衝突試験の試験台数の見直し

 アセスメント事業費以外の経費負担による試験実施の可能性を検討する。

 衝突試験の試験項目の見直し 等

今後の自動車アセスメント事業について

提供する自動車安全情報の充実を図るため試験項目を増やしてきたところであるが、自動車ア

セスメント事業費は年々削減されており、今後も、更なる予算の縮小が避けられない状況にある。

加えて、予防安全技術の評価を導入するべく検討を開始したところであり、現在の体制のまま

では自動車アセスメント事業を維持・運営することができなくなる。

なお、現在の予算のままでは、平成25年度の試験車は11車種となる見込みである。

2. 事業を維持するための方策の検討

上記を実行した場合のカバー率の低下や導入したばかりの新・安全性能総合評価の継続
の要否等を考慮しながら、対応策を検討する必要がある。

 事務局及び関係団体等にて方策を検討し、自動車アセスメント評価検討会に諮ることとする。

 自動車メーカーの負担による試験実施の可否 等

３. 検討方法
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試験項目

自動車アセスメント

衝
突
安
全

乗
員

フルラップ前面衝突

オフセット前面衝突

側面衝突

後面衝突頚部保護性

歩
行
者

頭部保護性能

脚部保護性能

PSBR

予防

安全

ESC

AEB

レーンキープ等

その他

後席シートベルト使用性

ブレーキ性能

チャイルドシートアセスメント

‘95 ‘99 ‘00 ‘01 ‘03 ‘09

‘08

総合評価の開始 前面衝突後席乗
員保護性能評価

試験シートの変更（ECE）

‘11

電気自動車等の衝突後
の電気安全性能評価

新・総合安
全性能評価

PSBR評価の開始

‘12

SCAのエリア評価

予防安全技術アセスメント開始
に伴う事業経費捻出方法の検討

自動車アセスメントの歴史及びロードマップ（案）

予防安全技
術アセスメ
ントの開始
時期及び評
価方法の検

討

（参考）
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